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難
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麟

雪
ま
つ
り
発
祥
の
地

民
総
ス
タ
ッ
フ
の

　開幕を飾るコミュニティひろばでの

「オープニングフェスティバル’99」。全

国中学校駅伝大会で活躍した中条中陸

上部による聖火入場をかわきりに、ス

テージでは中条小の元気な縄文太鼓が

鳴り響きました。つづくきものショー

では雪花組と雪ん子によるきもの絵巻

が観客を魅了。雪上チャペルでは、歌

手のつのだ☆ひろさんを迎え、吉田和

正さん、由香さんのスノーウエディン

グが挙行され、会場から惜しみない祝

福のエールが贈られました。
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雪

　
昭
和
2
5
年
2
月
4
日
・
5
日
の
両
日
に
十
日
町
文
化
協
会
が
母
体
と
な

り
第
1
回
が
開
催
さ
れ
た
「
十
日
町
雪
ま
つ
り
」
。
市
民
の
情
熱
に
支
え
ら

れ
て
大
き
な
節
目
の
第
5
0
回
を
迎
え
、
2
月
1
9
日
㈹
・
20
日
㈹
・
烈
日
㈲

の
3
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
1
9
日
夜
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
開
幕
。
2
0
日
午
後
か
ら
は
雪
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
＆
パ
レ
ー

ド
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
夜
に
は
城
ケ
丘
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド
で
雪
上
力
i
ニ
バ
ル

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
訪
れ
た
人
た
ち
を
温
か
く
迎
え
る
各

ひ
ろ
ば
、
雪
の
芸
術
展
、
雪
だ
る
ま
な
ど
、
市
民
総
出
で
作
り
上
げ
た
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に
よ
り
「
現
代
雪
ま
つ
り
発
祥
の
地
」
を
広
く
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。
期
問
中
、
雪
が
舞
う
あ
い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
3
日
間
の
人
出
は
昨
年
（
2
8
万
7
千
人
）
を
大
き
く
上
回
る
3
3
万
人

を
記
録
し
ま
し
た
。
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　国道で出迎えた巨大雪だるまから、

小さな子供たちが無心になって作った

雪だるままで、総数は5，518個、市民ぐ

るみの十日町雪まつりの象徴です。
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霧
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灘
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鎌
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嚢
鐵
難
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嬉

、
騨
．
麟
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　　　　　翻畑．』　　蝉　　　　耀一駄　　　　薩覇’醗臼・騰

　鰹誕’

はじめ各種団体の総勢約35・人によるパレードが行われました．パレード後の　　総．　．躍．・

レセプションでは、県警音楽隊とカラーガードによるステージショー。雪ま　灘　　　　　麟、，

つりに華を添える、さっぽろ・横浜・指宿のミスの皆さん、県きものの女王、　　‘　　　廻　　　　　　　　葦
ミス十日町雪まつりの皆さんが紹介され、会場は大きな拍手に包まれました。　　　　　‘　’、、　　〆　　　瞬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘難灘灘鱗辞灘　羅

趨
羅

漁
、
雛
纏

鍵

嫡

ξ

1麟
徽難奪羅

謄醸i麟

　　き

　　　　　さ

《態

欝馨麟

2002年開催「ワールドカップ・サッカー」の

キャンプ候補地への名乗りをP　Rしました。

　
十
日
町
駅
西
口
広
場
で
の
「
雪
の
街

角
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
」
。
雪
像
見
学
ツ
ア

ー
参
加
者
刀
人
の
投
票
に
よ
り
、
8
点

の
作
品
か
ら
滝
沢
印
刷
A
チ
ー
ム
の
「
2

等
身
の
ヨ
シ
ミ
ち
ゃ
ん
」
が
金
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

韓

観光客の皆さんを温かく迎え

てくれたボランティアガイド。

　
円
日
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
国
土
庁
主

催
の
「
雪
国
か
ら
の
贈
り
物
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
俳

優
の
渡
辺
文
雄
さ
ん
の
特
別
講
演

「
雪
と
つ
き
あ
う
」
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
雪
国
か
ら
の
贈

り
物
を
活
用
し
た
地
域
振
興
に
向

け
て
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
功
餐
－
ζ
，
講
欝

駅
通
り
七
タ
ま
つ
り
の
竹
筒
て

作
っ
た
募
金
箱
。
十
日
町
商
工
会
議

所
商
業
部
会
の
皆
さ
ん
の
発
案
で
す
。

総
額
5
3
5
、
7
5
6
円
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

第18代ミス十日町雪まつり

21日、クロス10で開催。予選会を

通った14人の雪美人の中から3人の

ミス十日町雪まつり（昨年まではミ

ス1人、準ミス2人を選考）が決まり

ました。今後1年間、親善大使とし

て十日町市をP　Rしていただきます。
今井　恵さん
（新潟市　22歳）

南雲由紀子さん
（十日町市　23歳）

小林史枝さん
（長岡市　24歳）
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16か所のあったかな出会いのひろば

　ひろばは観光客と市民とが直接に触れ合う場、そして雪国十日町の

文化、味覚、くらし、郷土芸能などを楽しむ場。市内一円に16のひろ

ばができました。ひろばづくりの準備や当日の運営を通じて、携わっ

た人たちの連携を深める場、さらには地域コミュニティの場としても

大きな役割を果たしています。

麟　　　　　　　　電　　　　　　　｛
　　　　　　　ド　　　　　　三堀．澱　　　　　　．　　　　　　　セ　コ　　　　　　コ　　　　　　　璽v　　　．…∪

　　・繍　　壷．　灘
葦欝

　蕊，　．載曳～
　ま＿’F芝．

老いも若きも、村民あげての雪上運動会

　　　　　　　　　）　　　　　　　　薗　　　　　　　公　　　　　　杢　　　　　　宮　　　　　隠　　　　驕　　　ろ　　潮杢宮

羅

翻

城ケ丘に行き来する人で大変なにぎわい

A岩野鷹1…唖（岩野集落圃タ驚前）

翼’

景気づけのもちつきで、お楽しみの開幕

ベルナティオひろぱ（ベルナテ鷺オ周辺）

錨

纒
灘

灘
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1、鱗

鐙
灘
奨

ii

鵬 　
敏

　
＼

謬 　
！
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！

第2回ゆきリンピック。我慢大会で開始

　　　　　　　　　　　　　　　隙　　　　　　　　　　　　　　シ　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　講　　　　　　　　　　　藩　　　　　　　　　　健　　　　　　　縣　　　　　　1

露
　　　　　　　　　轡

　　　9・、ウ臼

遠

稿＝秘路

　霧　㍉『唾

臓，

矯

体も温まる、ふるさとの味は毎年好評

1琴灘麟ラン1（美韓周誓）

北越急行職員といっしょに「電車でGO！」椅子席はいっぱい、ステージ上で一休み

創
始
者
に
限
り
な
い
感
謝
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
か
ら
半
世
紀
前
の
昭
和
2
5
年
2
月
4

　
　
繍
・
　
　
　
　
　
　
　
年
は
、
雪
ま
つ
り
の
創
始
者
で
あ
る
高
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
し
て
、
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
日
ω
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
で
行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

雪
ま
つ
り
実
行
委
員
長
の
本
田
市
長
か
ら
「
雪
ま
つ
り
の
創
始
者
」
に
限

り
な
い
感
謝
を
込
め
て
、
特
別
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
高
橋
氏
は
「
私

　
　
　
　
　
　
よ
わ
い

自
身
8
9
歳
と
い
う
齢
を
重
ね
、
と
も
に
十
日
町
雪
ま
つ
り
が
5
0
回
目
を
迎

え
た
こ
と
は
感
無
量
で
あ
る
。
今
回
の
受
賞
を
雪
ま
つ
り
の
発
足
に
携
わ

っ
た
同
志
、
今
は
亡
き
山
内
正
豊
、
根
津
準
一
郎
、
根
津
四
郎
ら
の
諸
君

に
捧
げ
る
。
私
は
彼
ら
を
代
表
し
て
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
す
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
1
5
年
間
を
農
林
省
十
日
町
林
業
試
験
地
に
勤
め
た
高
橋
氏
は
優
れ

た
雪
の
研
究
や
著
作
活
動
で
も
知
ら
れ
、
現
在
は
日
本
雪
氷
学
会
の
名
誉

会
員
で
も
あ
り
ま
す
。
氏
が
「
雪
を
敵
視
せ
ず
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
ら

雪
国
の
冬
は
ど
ん
な
に
明
る
く
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
思
案
し
、
提
唱
し
た

雪
ま
つ
り
は
、
今
や
日
本
海
側
を
代
表
す
る
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長

し
ま
し
た
。
暗
く
沈
み
込
む
だ
け
だ
っ
た
雪
国
の
人
々
に
逆
転
の
発
想
を

示
し
た
功
績
は
、
あ
ま
り
に
も
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

全国大井田同族会、

雪上カーニバル土地利用

　協力者に感謝状を贈呈

　20日（土）に行われたコミュニティひ

ろばでのレセプションの席上、長年

雪まつりに協力をしてこられた1団

体と4人に感謝状が贈られました。

　受賞した全国大井田同族会は学童

作品展参加校に図書券の贈呈を続け

ています。また根津東雄氏、高木健

次郎氏、牧野健氏、関口邦一氏は雪

上カーニバル会場の地主として土地

利用に長年協力を続けておられます。

4
．
灘



作品名は「サムライと富士山」。同市民が命名
　　　　（左が関口さん、中央が蕪木さん）

ソ刻十

1み目
町
の
雪
質
と
は
違
い
、

の
道
具
は
チ
ェ
ー
ン

と
特
製
ノ
ミ

北欧の都市の雪まつりに
　　＋日町の伝統的技巧の雪像が誕生

　蕪木保男さん（本町東1）、関ロー夫さん（本町1上）が、スウェーデ

ン・アンシャズヴィーク市（人口65，000人）の雪まつりイベント・雪像

制作の依頼を受けて訪問。2月12日～17日まで滞在し、市街地中央の広

場に2日半で雪像を作りました。同市の希望により、モデルは騎乗する

上杉謙信と富士山です。同市の雪像は大半が彫り込むレリーフのため、

制作中から注目を集め、完成した初めて見る立体的な雪像に市民はビッ

クリしていたそうです。　　　　　》耀　　　髭鋲雛　　　婁鐵、1、．嚢

制作中は新聞やテレビの取材力㌧溌響　羅錨盤麟
相次ぎ・＋日町雪まつりが大勢の1、灘籔翻畷、響奪、

r精一杯がんばり、予想以上の出　　」轡盤評幽

来栄えに安心しました」と感想を
　　　　　　　　　　　　　　　　大人が手伝い、中心は子供たち
述べてくれました。　　　　　　　　広場に50点ほどの雪像ができる

　　　　　　　　ぎばζ，ぶつが將び：ろぱ（博物館前遺跡広場）

　　　　　　　　　詫

　　難難騨鯉
　　　　　　　　　　　　鮮　　　蟹　・　　　　悔無
　　　　　　　　　　灘讐
　　　滅・　　　　翻
　　　　蹴　　　　　　　　コロ　　　　　　　　　　　　　しま

囲炉裏の暖で食事をしながら家族団らん

謙縷藤苗舎のひろぱ、（三好園内辺）

難矯鱒簸麹譲
灘麟欝織欝撫．薪露　～　　醗

　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　
　　　　　‘，　　　黙　　　　難
　　　　　　毒、障葭．鞭罰睡

繍

雪ん景ぴろはU（上新』田長麦広場）　駿

　
　
　
雛

　避　　　敏
様　．

轍

趨

いらっしゃい。食事とゲームをどうぞ

餐正ティひろぱ（粕酷穫漿勢ド）・

懸、鹸鶴遡翻
　　　　　　繹縣　　　　鶏　　　，一．『・
耀
．
緩
，
醤

欝・、離覇、

　醤　裏穿購織戴

　　　　　響騨欝
　　　　　　　　？．脚

水沢グルメひろば（士市駅通り脇広場）

　
　
　
錨

　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
潔

　
　
　
　
　
　
憩
繕
『

鰍 　
議

　
～

無料メニューいろいろ。お心は慈善鍋に

あぶない。大道芸の妙技に歓声と拍手

城之古ひろば（城之古公民館周辺）

麟、

飛び入り参加で、もちつき初体験

和文化と雪像芸術の融合。人気の雪上茶室

・一わらっβぴろば（江道猿倉集落センター周迦）

　　　　　1麟
　　轟一』　　黛　　　’灘
　猿　灘．　　　　’　見　懇　　　　　　　議，　　難　　難
繍
、

、騰　　峯縫　聾

簑騒響　’・鰹i鷺麟．．

　　’騨轄欝．㈱、’　・
・1・灘．、熱轟繕　　，勇、鰹難

潔，叢饗灘欝・

もっとめしあがれ。郷土料理でおもてなし

つまりひろば（川治保育所周辺）

鯉
．
麟

嚢一、翻麟1”甲鞠鰹態

難．9躍．灘，鐵

　㌧“倉　　　簾．一灘臨・懸．
川治っ子、鳥追い唄・かさこ地蔵を熱唱
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　雪まつりの原点である「雪の芸術展」。出展数

は審査対象の芸術作品が46点、特別作品が6点、

学童作品が29点の計81点。芸術作品の46点は、

第46回（平成7年）の47点に次いで過去2番目

に多い数です。審査会は19日夜2隊に分かれて

行われ20作品が入賞しました。また今年は第50

回を記念し、市長賞2点を再審査して最も優れ

た作品に「第50回記念十日町雪像大賞」が贈ら

れました。栄えある同賞は本町7丁目・三和町

町内会の作品に決定しました。 審査

第1隊

，羅灘麟

響 蝉

第50回記念十日町雪像大賞
十日町市長賞
十日町の新しい響（おと）一空とぶ絨毯（じゅうたん）一

　　　　　　　　　　　（本町7丁目・三和町町内会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　、義翻
十日町市観光協会長賞　　　　　　　　　十日町商工会議所会頭賞　　　　　　　　十日町農業協同組合長賞
源氏物語から「花宴（はなのえん）」（稲和会）　楠公父子桜井宿の訣別（本町6丁目3町内会）　ガラパゴス生き物達の不安（下条いなかっぺ大将）

馨

十日町市商店街振興組合連合会長賞　　　十日町北ロータリークラブ賞
　街角の美術館（稲荷町1丁目有志）雪の音色（ねいろ）～セロ弾きのコ」シュ～（ひのスノーマン）

キリンビール賞
　　いのち　輝き！　（愛ing下条）

．、N撚翻鳳撒　、蝋、　翻協

覇螺

十日町青年会議所理事長賞

　春の予感（下条商工青年部会）

ほくほく線賞　　　　　　　　　 審査員賞
これからこれから（三好園職員互助会）地球を救え！マニフェスト（本町6丁目1の6組）
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審査

第2隊
十日町市長賞
黎明（レイメイ）～今年こそ景気回復卯（うさぎ）の舞僧

　　　　　　　　　　　　　（本町1丁目4区合同）

純白の造形美

5年連続

　表彰団体
・のぞみの郷新墾会

・南新田町1・2・3共同

10年連続

　表彰団体
・三好園職員互助会

■
　
　 通算15回

　　　表彰団体
・赤倉雪まつり実行委員会

些　通算20回

　　　表彰団体
・宮下青年会

通算35回

　表彰団体
・十日町青年学級

十日町市議会議長賞　　　　　　　　　　十日町織物工業協同組合理事長賞
不況の寅はもういらない（十日町市職員互助会）春風（はるかぜ）に誘（さそ）われて（城之古青年会）

・
認

十目町ロータリークラブ賞
ディスカバリー（十日町青年学級）

　　　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　　　　箆
十日町森林組合長賞
未来（あした）を拓（ひら）こう、みんなおいでよ（学校町1丁目町内会）

新潟県建設業協会十日町支部長賞
がんばろうよ！十日町（鉢真生会）

嚢蕪

ぎれ　

謡＿
　地元新聞社賞

　　大海の浪漫

灘轍懸難　醤

（新宮新和会）

灘

十目町ライオンスクラブ賞

　妻有の里の金太郎（南雲土建㈱）

三国コカ・コーラボトリング賞

　　　パラダイス　（㈱美郷）

灘講嚢灘達懸雛毒懸照　　　　　　　・　　　・　　　　　　　、　　ノ　　　、難鵬

審査員賞
飛翔！妻有の雪うさぎ（高田町2丁目町内会〉
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灘懲叢業纏、．

　　灘織懸

〈申請と交付〉

＊交付対象者の要件は、平成11年1月1日が墓準日となります。

①15歳以下の児童の属する世帯の世帯主にぽ

＊メールシーラーにより「地域振興券引換申請券」を配達記録郵便

で郵送いたします。

＊3月10日ころ郵送いたしますが、地域によってはお手元に届くの

が1週間程度かかる予定です。

＊郵送された「地域振興券引換申請券」に必要事項を記入し、3月

21日（日）に保険証・免許証を持参し地域振興券を受け取りに来てい

ただきます。3月22日以降も受け取りができます。

＠老齢福祉年金の受給者等の対象者

◎65歳以上の人で平成切年度の市民税（所得割）非課税者で寝たき

　り又は痴呆等の状態にあるため常時介護を必要とする人

④65歳以上の人で平成10年度の市民税（所得割・均等割とも）非課

　税の人（配偶者・扶養義務者とも）

＊交付対象者に該当すると思われる方には、2月24日に交付申請書

　を送付いたしました。

＊3月5日囲までに必要事項を記入し、郵送により申請してくださ

　い。遅れると3月21日に地域振興券を受領できない場合がありま

　すので、早めに提出してください。

＊審査後、3月12日ころ対象者に「地域振興券引換券」を郵送いた

　します。引換券を無くすと3月21日に地域振興券の交付ができま

　せんのでご注意ください。

＊郵送された「地域振興券引換券」に必要事項を記入し、3月21日

（日）に年金証書等を持参し地域振興券を受け取りに来ていただきま

　す。3月22日以降も受け取りができます。

〈1月2日以降に転入された方へ〉

今年の1月2日以降に転入された方には、交付申請書を送付して

おりません。該当すると思われる方は、十日町市地域振興券事業推

進本部にご連絡ください。申請書を審査後、「引換券」を送付します。

　灘域振羅灘の難蒙籟團勲聯麟謙麟灘麟覇霧、

擁懲轍獺獺馨響i騨癒、叢鞭難醗灘雛
　鞍麟鱗懸懸覇霧．
麟』灘薩i載纒繋灘欝縷鍵獺羅蝶灘磯欝難麹雛灘糞騰繋鱗難灘糠灘

　．轍灘灘鑛難鰯灘纏繋鰯馨雛饗購灘響麟麟饗．、

鍵翻鯉嚇麟撫灘響霧灘灘
　鞭蒙醗鞍雛、
、奪鰯懸騒鱗騰灘嚢繊鰯懸麟灘灘麟購講
灘難灘獺鎌灘難難雛懸麓難灘・灘数灘懲灘欝i灘叢獺闘鯵鍵雛

　・懸灘撚鑛鞍翻『灘鐵i還機簾磁難i雛灘i懸懇纏灘灘簾懸灘欝繰灘』

　嚢灘灘灘鱗灘難．』．
．纏蕪繍鵜醗難醗鱗鑛撫灘灘獺織懸簿灘、
　懸難懸．』・㈱欝鍵潔藻麟婁難譲購繋懸鱗縫雛鐙醗該鱒、

灘鰹鞭難魏灘雛鍵灘麟灘騰欄鰹鞭
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〈交付会場〉

＊十日町地区：市　役　所

＊中条地区＝中条公民館

＊飛渡地区：飛渡公民館

＊下条地区二下条公民館

＊吉田地区＝吉田公民館

＊川治地区：川治公民館

＊六箇地区＝六箇公民館

＊水沢地区：水沢公民館

簗
綿
翻
飴
疸
黙

豫
畳
舗
母

（圖）

瞥「

　地域振興券の

　　問い合わせ
◆十日町市地域振興券交

付事業推進本部（市役

所2階会議室費57－
3111内線280）へ。
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誰
、
漸

』
錨
，

　
　
ず

　　　　　　　　　　　　“

　一．ヤ如

推
進
対
策
（
転
作
）

　平成10年度転作につきましては、十日町市全体で100％を達成す

ることができました。皆さんのご理解ご協力に感謝申し上げます。

　さて、新たな米対策大綱のもと緊急生産調整推進対策（転作の

制度）は、国民の主食である米の需給調整を図り、かつ農業所得

の安定を図るため、生産者・生産者団体・行政が一体となってこ

れらの施策に取り組み、10・11年度の2年問という短期問で在庫

調整を図ることを目的に実施されています。

　ここでは、対策の主なものと十日町市の方針をお知らせします。

■問い合わせ

　農林課農業振興係

　　暦57－3111
　　内線332へ。

●
米
需
給
安
定
対
策

1
全
国
規
模
の
と
も
補
償
－

　
米
需
給
安
定
対
策
は
、
全
国
規
模

の
と
も
補
償
（
生
産
者
が
お
金
を
出

し
あ
っ
て
資
金
造
成
し
、
生
産
調
整

を
実
施
し
た
人
に
補
償
す
る
こ
と
）

に
取
り
組
む
制
度
で
す
。

　
生
産
者
は
水
田
面
積
1
0
ア
ー
ル
当

た
り
3
千
円
を
拠
出
し
、
国
も
助
成

を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
生
産
調
整

を
1
0
0
％
以
上
実
施
し
た
生
産
者

に
生
産
調
整
の
内
容
に
応
じ
て
1
0
ア

ー
ル
当
た
り
最
高
2
万
5
千
円
の
と

も
補
償
金
を
交
付
し
ま
す
。

1
地
域
集
団
加
入
促
進
－

　
地
域
（
一
農
区
又
は
数
農
区
を
単

位
）
で
地
区
内
農
業
者
の
4
分
の
3

米需要安定対策加入率の比較
　　　　　　　　　　　（10年度）

金　国 新潟県 十日町布

加入者数

　総）

1，976，000

　　　人
112，277

　　人
2，140

　人

農業者数

　（朗

2，745，000

　　　人
143，054

　　人
4，007

　人

加入率
鱗綿）

72．0
　％

78．5
　％

53．4
　％

以
上
が
米
需
給
安
定
対
策
に
加
入
し

た
場
合
、
生
産
調
整
の
内
容
に
よ
っ

て
1
0
ア
ー
ル
当
た
り
5
千
円
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
補
償
金
を
受

け
る
た
め
に
は
米
需
給
安
定
対
策
に

加
入
し
、
拠
出
を
す
る
こ
と
が
要
件

と
な
り
ま
す
。

●
水
田
営
農
確
立
助
成
金

ー
転
作
助
成
金
の
再
編
成
ー

　
大
豆
や
麦
な
ど
へ
の
転
作
と
稲
作

が
一
体
と
な
っ
た
望
ま
し
い
水
田
営

農
の
実
現
に
取
り
組
む
農
業
者
や
地

域
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
担
い

手
や
組
織
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
、

団
地
化
な
ど
の
合
理
的
営
農
を
支
援

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
助
成
金
は
米
需
給
安
定
対
策
へ
の

加
入
と
生
産
調
整
を
（
地
域
・
農
業

者
と
も
に
）
1
0
0
％
以
上
実
施
す

る
こ
と
が
基
本
要
件
と
な
り
、
助
成

金
の
種
類
に
よ
っ
て
様
々
な
要
件
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
稲
作
経
営
安
定
対
策

ー
自
主
流
通
米
へ
の
価
格
補
て
ん
1

　
自
主
流
通
米
の
下
落
が
稲
作
経
営

に
及
ぽ
す
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の

制
度
で
、
自
主
流
通
米
価
格
が
下
落

し
た
場
合
に
、
生
産
者
拠
出
金
と
政

府
助
成
に
よ
る
一
定
の
補
て
ん
金
を

交
付
す
る
制
度
で
す
。

　
生
産
者
は
、
銘
柄
ご
と
に
決
め
ら

れ
た
補
て
ん
基
準
価
格
の
2
％
を
拠

出
し
、
当
年
産
の
平
均
価
格
が
基
準

価
格
を
下
回
っ
た
場
合
、
そ
の
差
額

の
8
0
％
を
補
て
ん
金
と
し
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
補
て
ん
金
は
米
需
給
安
定
対
策
・

稲
作
経
営
安
定
対
策
の
両
対
策
へ
の

加
入
と
生
産
調
整
を
1
0
0
％
以
上

実
施
し
た
生
産
者
が
出
荷
し
た
自
主

流
通
米
に
対
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
市
の
取
り
組
み
方
針

　
平
成
1
0
年
度
の
取
り
組
み
は
対
策

始
ま
っ
て
以
来
、
最
大
規
模
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
1
1
年
度
の
市
へ
の
配
分

は
前
年
よ
り
0
・
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
多

い
5
2
4
・
3
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
転

作
目
標
面
積
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
配
分
を
受
け
、
1
月
2
7
日
の

十
日
町
市
生
産
調
整
推
進
対
策
協
議

会
の
席
上
、
生
産
調
整
は
現
状
で
は

さ
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
重
要

な
問
題
と
し
て
協
議
さ
れ
、
n
年
度

目
標
の
達
成
に
向
け
、
水
稲
作
付
面

積
（
水
張
）
5
0
0
㎡
を
超
え
る
生

産
者
に
基
本
的
に
、
2
5
・
8
％
の
配

分
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
対
象
生
産
者
個
人
の
転
作

実
施
計
画
書
は
農
事
連
絡
員
等
を
通

じ
近
日
中
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

米需要安定対策の概要

資金造成　（全国規模）

）（受取

積 最高
り 25，00〔

／1

）a

生産者

政府助成

円
％

0
　
1
⊥

出）

面積
たり

0円

／10a

）
　
円
o
a

a

（拠

水田
当

3．00

地域集団加入

拠出） （受取

最高
田面積 25，000

当たり ／1

り00円／
プラス
5，000F

10a ／1

（
水

3，0

産者
…
者
『

｝
生
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　地方自治法第243条の3第

1項の規定に基づく「財政事

情の作成および公表に関する

条例」の定めるところにより、

十日町市および十日町地域広

域事務組合、十日町市川西町

衛生施設組合の平成10年12月

31日現在の財政事情をお知ら

せします。

r』10年度一般会計予算の執行状況

一時借入金等
27億5，462万円
　3

億1，706寿円

…56．3％（一時借入金等除く）

億9，743万周

璽61．2％

12月末予算（歳入・歳串213億1，706万円）

繰越金4億2，247万円（2．0％）
1　マーその他14億2，887万円（6．6％）繰入金

5億8，326万円
　　（2．7％）

　　地方交付税　　、
　　　53億2，334万円
　　　　　　　嬉25．0％）

歳入
　　　　　　　需税
　　　　47億234万円
　　　　　　（22、1％海

翼

麟㈱覇繍職濡轍

難

　　　　　　」」諸収入31億5，576万円（14．8％）

一国庫支出金23億9，931万円（11．3％）

債18億　450万円（8．5％）

金14億9，721万円（7．0％）
市
出

　
支

　
県

　　　　　　　　嗜一般会計予算の内訳

衛生費14億　280万円（6．6％）

　　　　農林水産業費10億9，662万円（5．1％）
　　　　　1　　マーその他11億4，198万円（5．3％）

土本費　　　、
50億9，483万円
、　（23．9％）

民生費
34億6，947万円
＼（16．3％〉鍵

歳出

L総鴇蟻9需欝502万円q2。4％）

公債費18億　848万円（8．5％）

唖特別会計予算の執行状況（収納率89．8％）r』市税の収入済額

税　　　目 税　　額 構成比 会　欝　　名 予　算　額 収入済額 支出済額
市　　民　　税 12億4，068万円 29．4％ 国民健康保険 25億4，261万円 17億　374万円 15億　539万円

固定資産税 25億7，151万円 60．9％
簡　易　水　道 8億7，914万円 4億　408万円 2億9，746万円

軽自動車税 7，488万円 1．8％

下水道事業 31億6，520万円 14億　103万円 13億2，769万円
市町村たばこ税 1億5，560万円 3．7％

老　人　保　健 44億2，595万円 27億8，955万円 28億9、852万円
特別土地保有税 2，413万円 0．6％

都布欝画税 1億5，608万円 3．6％
農業集落排水事業 4億5，547万円 1億1，201万円 1億5，254万円

計 42億2，288万円 100．0％ 欝 ll4億6、837万円 64億1，041万円 61億8，160万円

広
島
の

原
爆
病
院
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
感
謝
状

轍

　
2
月
吉
日
付
け
で
、
広
島
赤
十
字
原

爆
病
院
よ
り
同
病
院
発
足
1
0
周
年
を
記

念
し
て
、
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議

会
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
で
は
毎
年
、
広
島
市
で
の

平
和
祈
念
式
典
（
8
月
開
催
）
に
派
遣

団
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
同

病
院
を
訪
問
し
見
舞
金
を
届
け
続
け
、

総
額
は
約
8
3
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
み

　
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
松
井
愛
美
同

協
議
会
長
は
、
「
お
見
舞
い
の
気
持
ち
で

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

被
爆
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
ま

す
と
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
核
兵
器
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
実
験
に
対
し
て
、
私

た
ち
が
声
を
大
に
し
て
訴
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
を
強
く

感
じ
ま
す
。

　
こ
の
感
謝
状
は
、
そ
の
よ
う
な
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
受
け

取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

プ0



◎組合財産の状況　◎会計別予算の執行状況

建　物 12，322．21㎡
会　誹　名 予算現額 収入済額（収入率） 支出済額（執行率）

一般会計 18億5、466万円
12億6，822万円

　（68．4％）
12億2，652万円

　（66．1％）
基　金 412万円

総合福祉セン
ター特別会欝

1，914万円
1，433万円

（74．9％）

1，421万円
（74．2％）

土　地
所在地市町
村より借地

と畜場事業
特別会計

2，771万円
2，049万円

（73．9％）

1，634万円
（59．0％）

その他 温泉利用権
家畜指導診
療所特別会計

5，491万円
4，901万円

（89．3％）

3，842万円
（70．0％）

◎組合債の状況
土地取得事業

特別会計
6，943万円 一

544万円
（7．8％）

目　的
（事業名） 金　額 合　　　計 20億2，585万円

13億5，205万円

　（66．7％）
13億　93万円
　（64．2％）

◎負担金の状況消防庁舎
建設事業

4，725万円

布町柑別 一般会欝
総含福祉
センター
特別会計

と畜場事業

特別会計

家畜指導

診療漸
特別会計

土地取霧
事　　業
特別会計

含　計
構威比
（％）

消防施設
整備事業

7，455万円
輔町市 6億1，648万円 391万円 579万円 6億2、618万円 36．6％

地域総合
整備事業

4億

3，609万円
瑚函町 4億888万円 31万円 354万円 4億1，273万円 24．1％

津南町 2億6，912万円 1，444万円 167万円 575万円 2億9，098万円 17．0％

公共事業
臨時特例

52万円 中璽村 1億3，449万円 31万円 ll2万円 1億3，592万円 8．0％

と畜場
整備事業

340万円
松代町 1億3，366万円 82万円 43万円 1億3，491万円 7．9％

松之出町 1億940万円 77万円 臆1，017万円 6．4％

合　計
5億

6，181万円 合計 16億7，203万円 1、444万円 620万円 1，779万円 43万円 17億1、089万円 100．0％

建物

基金

土 地

その他

12，322．21m2

412万円

所在地市町
村より借地

温泉利用権

◎組合債の状況

◎負担金の状況

◎組合財産の状況

建　　　　物 5，493．82m2

基金積立金

土　　　　地 所在市町より借地

◎組合債の状況

◎組合予算の執行状況

予算現額

収入済額

支出済額

7億7，487万円

5億　　73万円（収入率64．6％）

4億5、282万円（執行率58．4％）

3み処理施設
整　備　債

23億7，394万円 ◎負担金の状況

し尿処理
施設整備債

3億1，087万円 十日町布 6億4，368万円（88．6％）

埋立処分地
施設整備債

67万円
川　西　町 8，287万円（I　l．4％）

計 26億8，548万円 計 7億2，655万円（100，0％）

◎負担金の状況

嗜10年度
　　歳出予算性質別分析表
　　　　（総額213億1，706万円）

投資的

経費
（24，ヌ％）

普通建設事業費
50億8，965万円（23．9％）

災害復旧事業費
1億7，786万円（0．8％〉

消費的

経費
（45，6％〉

人　　件　　費
32億7，214万円（15．3％〉

補　助　費　等
22億7，021万円（10．6％）

物　　件　　費
21億5，088万円（10．1％）

扶　　助　　費
15億4，147万円（7．2％）

維持補修費
5億　392万円（2．4％）

その他
（29．7％）

公　　債　　費
19億7，328万円（9．3％）

貸　　付　　金
30億2，561万円（14．2％）

繰　　出　　金
12億7，834万円（6．0％）

積立金、出資金、予備費

　3，370万円（0．2％）

嗜市債の状況
　　　　（10年度末残高見込み）

一般会計 167億　293万円

簡易水道
特別会計

25億8，636万円

下水道事業

特別会計
104億9，946万円

農業集落排水

事業特別会計
7億7，061万円

水道事業会計 28億1，407万円

計 333億7，343万円
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春編

蔓労『』

黙十日町小唄テレカ”ご利用ください

　十日町小唄は昭和4年、十日町織物（明石

ちぢみ）のコマーシャルソング「サッテモ節」

として作詞・永井白泪、作曲・中山晋平によ

り新民謡として作られ、35年には全国民謡・

新民謡コンクールの新民謡部門で第1位にな

りました。

　全国的に有名な十日町小唄を宣伝するため、

テレホンカードを作成しました。デザインは、

昭和初期に作られた十日町小唄のP　R用絵ハ

ガキ（清水ともじ作）です。

価格

先売販

先△
O問

各900円（50度数）

春編（雪が消えれば、

　越後の春は…）

夏編（あひはせなんだ

　か、十日町橋で…）

クロス10

十日町市観光協会

十日町市観光協会

西寺町（旧織物会館）

盈57－3345
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方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
素
案
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民

の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
に
平
成
8

年
7
月
に
約
3
千
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
次
の

よ
う
に
市
民
代
表
か
ら
な
る
「
策
定

委
員
会
」
と
、
中
学
校
区
ご
と
に
「
地

域
別
学
習
会
」
を
開
催
し
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
策
定
の
情
報
を
公

開
す
る
た
め
に
「
ま
ち
づ
く
り
通
信
」

を
発
行
し
、
公
民
館
な
ど
で
公
開
し

ま
し
た
。

検討経過策定委員会第
1
回
（
9
年
3
月
1
8
日
）

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

　
つ
い
て

・
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
課
題
の
検
討

第
2
回
（
9
年
6
月
1
2
日
）

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

　
つ
い
て

・
策
定
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て

・
基
本
目
標
に
つ
い
て

第
3
回
（
9
年
7
月
31
日
）

・
基
本
目
標
の
検
討
（
ワ
ー
ク
シ

　
ヨ
ッ
プ
）

第
4
回
（
9
年
9
月
1
8
日
）

・
将
来
像
の
検
討
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

　
ッ
プ
）

第
5
回
（
1
0
年
7
月
2
2
日
）

・
全
体
構
想
た
た
き
台
の
検
討

・
各
地
域
の
め
ざ
す
べ
き
方
向
性

　
の
検
討

第
6
回
（
1
0
年
1
2
月
3
日
）

・
全
体
構
想
た
た
き
台
（
修
正
版
）

　
お
よ
び
地
域
別
構
想
た
た
き
台

　
の
検
討

今
後
の
予
定

　
次
回
の
策
定
委
員
会
で
検
討
し

た
の
ち
、
都
市
計
画
審
議
会
に
諮

問
し
答
申
を
受
け
て
決
定
さ
れ
ま

す
。箏検討経過地域別学習会　

（
9
年
9
月
1
7
・
2
5
・
2
6
日
）

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

　
つ
い
て

第
2
回
（
9
年
1
0
月
3
0
日
、
1
1
月

　
5
・
7
日
）

・
地
域
づ
く
り
の
テ
ー
マ
の
検
討

　
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

第
3
回

　
（
1
0
年
9
月
8
・
9
・
1
0
日
）

・
地
域
別
構
想
た
た
き
台
の
検
討

第
4
回
（
1
1
年
2
月
9
・
1
0
日
）

・
地
域
別
構
想
た
た
き
台
（
修
正

　
版
）
の
検
討

㈱
　
今
回
の
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
あ

た
っ
て
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

い
う
手
法
を
一
部
に
取
り
入
れ
ま

し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
だ
れ

も
が
自
由
に
意
見
を
言
い
や
す
い

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
形
式

ば
っ
て
い
な
い
会
議
の
や
り
方
で

す
。
表
面
的
に
は
遊
び
の
要
素
が

あ
っ
て
楽
し
そ
う
で
も
、
み
ん
な

で
考
え
て
、
あ
る
物
事
に
判
断
を

下
す
と
い
う
意
味
で
大
変
真
面
目

な
会
議
で
す
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素

案
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
資
料
は
当
日
お
配
り
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
出
席
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
素
案
は
市
役
所

市
民
ホ
ー
ル
、
公
民
館
本
館
、
下
条
・

中
条
・
川
治
・
水
沢
・
吉
田
の
各
地

区
公
民
館
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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一
フ
②
広

部3階
7

　
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整

備
構
想
で
は
、
平
成
1
8
年
度
を
目
標

に
様
々
な
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
当
面
計
画
し
て
い
る
事
業

規
模
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
事
業
と
ハ
ー
ド
事
業

　
行
政
用
語
と
し
て
「
ソ
フ
ト
」
「
ハ

ー
ド
」
と
い
う
言
葉
が
、
よ
く
使
わ

れ
ま
す
。
ソ
フ
ト
事
業
は
、
イ
ベ
ン

ト
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き

の
中
で
行
わ
れ
る
取
り
組
み
で
す
。

一
方
、
ハ
ー
ド
事
業
は
形
の
あ
る
施

設
整
備
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　
里
創
プ
ラ
ン
主
要
事
業
で
は
、
大

地
の
芸
術
祭
・
ス
テ
キ
発
見
・
花
の

道
を
ソ
フ
ト
事
業
、
ス
テ
ー
ジ
整
備

を
ハ
ー
ド
事
業
と
位
置
付
け
て
い
ま

す
が
、
施
設
整
備
を
進
め
る
過
程
に

お
い
て
も
ソ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
重

視
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
事
業
の
規
模

　
大
地
の
芸
術
祭
な
ど
の
ソ
フ
ト
事

業
は
、
事
業
費
の
6
割
に
つ
い
て
新

潟
県
か
ら
補
助
金
を
受
け
、
4
割
を

市
町
村
が
負
担
し
あ
っ
て
広
域
事
業

と
し
て
実
施
し
ま
す
。
1
0
～
1
2
年
度

の
3
か
年
間
の
事
業
費
総
額
は
次
の

と
お
り
計
画
し
て
い
ま
す
。

◎
大
地
の
芸
術
祭
　
　
　
　
3
億
円

◎
ス
テ
キ
発
見
　
　
2
3
0
0
万
円

◎
花
の
道
　
　
　
　
2
9
4
0
万
円

◎
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
0
0
万
円

◎
普
及
啓
発
　
　
　
1
0
0
0
万
円

ハ
ー
ド
事
業
の
規
模

　
ス
テ
ー
ジ
整
備
は
、
1
0
～
1
4
年
度

の
5
か
年
間
に
つ
い
て
は
自
治
省
か

ら
「
特
定
地
域
に
お
け
る
若
者
定
住

促
進
等
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
地

域
指
定
を
受
け
、
地
総
債
あ
る
い
は

過
疎
債
と
い
う
地
方
債
（
借
り
入
れ
）

を
起
こ
し
て
進
め
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
地
方
債
も
、
償
還
時
に

そ
の
一
部
が
国
か
ら
地
方
交
付
税
と

し
て
予
算
措
置
さ
れ
ま
す
。
ま
た
地

総
債
に
よ
る
事
業
は
、
起
債
時
と
償

還
時
に
県
補
助
金
を
受
け
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度

や
補
助
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
に
対
す
る
地
域
の
負
担
金
は
3

割
程
度
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　
5
か
年
間
の
事
業
規
模
に
つ
い
て

は
、
過
疎
債
が
1
1
年
度
ま
で
の
時
限

立
法
で
あ
る
た
め
、
1
2
年
度
以
降
の

事
業
展
開
に
つ
い
て
は
流
動
的
な
部

分
が
あ
り
ま
す
が
、
大
枠
の
事
業
費

は
百
億
円
程
度
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

内
訳
と
し
て
は
、
地
総
債
事
業
が
5
0

億
円
（
十
日
町
、
津
南
ス
テ
ー
ジ
）
、

過
疎
債
事
業
が
5
0
億
円
（
川
西
、
津

南
、
中
里
、
松
代
、
松
之
山
ス
テ
ー

ジ
）
で
す
。

平
成
⑩
年
度
事
業

◎
大
地
の
芸
術
祭
　
　
3
9
0
0
万

円
（
招
待
作
家
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン
作
品
設
計
、
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ

ヨ
ッ
プ
2
作
家
、
プ
レ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
作
成
な
ど
）

◎
ス
テ
キ
発
見
　
　
1
5
0
0
万
円

（
募
集
開
始
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

写
真
塾
、
小
中
学
生
写
真
騒
動
、
広

告
宣
伝
な
ど
）

◎
花
の
道
ー
9
4
0
万
円
（
花
苗

等
配
布
・
花
壇
整
備
、
花
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
3
回
、
花
市
、
花
の
講
習

会
6
会
場
、
花
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

定
、
花
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
花
の
道

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
）

◎
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

1
1
0
0
0
万
円
（
里
創
プ
ラ
ン

各
事
業
の
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
）

◎
普
及
啓
発
1
2
0
0
万
円
（
妻

有
通
信
発
行
2
回
）

◎
ス
テ
ー
ジ
整
備

・
川
西
ス
テ
ー
ジ
ー
コ
テ
ー
ジ
2

　
棟
、
展
望
台
1
か
所
、
連
絡
道
整

　
備
、
用
地
測
量
、
立
木
調
査
な
ど

・
中
里
ス
テ
ー
ジ
ー
ス
テ
ー
ジ
実

　
施
設
計

・
松
代
ス
テ
ー
ジ
ー
ス
テ
ー
ジ
実

　
施
設
計
、
用
地
測
量
、
用
地
買
収

・
松
之
山
ス
テ
ー
ジ
ー
ス
テ
ー
ジ

　
実
施
設
計

ス
テ
キ
を
い
っ
ぱ
い
発
見

　
　
安
斎
重
男
写
真
塾
で
小
正
月
を
撮
る

　
ス
テ
キ
発
見
事
業
の
一
環
と
し
て
、

1
月
1
4
日
・
1
5
日
に
安
斎
重
男
写
真

塾
「
妻
有
の
小
正
月
を
撮
る
」
が
開

か
れ
、
遠
く
は
岩
手
県
花
巻
市
な
ど

地
域
内
外
か
ら
3
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。　

こ
の
企
画
は
、
写
真
家
の
安
斎
先

　
　
　
　
　
徽

　　を　きミ　　　　　　　　　　　　　びぬし

安斎先生（写真右）も、すみを塗られて

真っ黒＝松之山町・すみぬり祭

、灘騰灘麟灘懸、繋繍隷．．．．
睡灘、1蜷　懸欝獺灘魍韓慧懸騰舗灘鷲織騰鍵欝

生
と
共
に
妻
有
の
伝
統
行
事
を
体
験

し
な
が
ら
撮
影
す
る
こ
と
で
、
「
ス
テ

キ
な
こ
と
」
を
直
接
に
発
見
し
、
応

募
し
て
も
ら
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
赤
倉
の
ホ
ン
ヤ
ラ
ド

ウ
づ
く
り
や
諏
訪
町
通
り
の
節
季
市
、

松
代
町
大
平
・
千
年
の
鳥
あ
な
、
松

之
山
の
婿
投
げ
や
す
み
ぬ
り
祭
を
見

学
し
な
が
ら
熱
心
に
撮
影
。
参
加
し

た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
共
和
国
大
使
館
の
ロ

ベ
ル
ト
さ
ん
や
、
ス
ペ
イ
ン
国
大
使

館
の
ア
ル
バ
ロ
さ
ん
ら
も
妻
有
の
冬

の
風
物
詩
に
興
味
津
々
で
し
た
。

　
宿
泊
先
の
芝
峠
温
泉
で
は
、
安
斎

先
生
を
囲
ん
で
夜
が
ふ
け
る
ま
で
写

真
談
義
、
ス
テ
キ
談
義
が
続
き
ま
し

た
。

鐡
繍
灘
灘
鱗
響
鰯
獺
灘
灘
．
．
灘
欝

　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　嚢

　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　鍵

　　　　　　　　　　　鑛　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　難　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄

　
　
　
　
　
　
　
饗

懇
難
屡
、
欝
欝
嚢

　
　
　
　
　
p
驚
　
・
、
－

　　　　　　　　　　　　　　　1，　　　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　　　叢
　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　嚢
　　　　　　　　　難　　　　　　　　霧

　　　　　　　灘

　　　　　　鞍
　　　　　難　　　　霧　　　難　　霧　騨

　
養
、
灘
鑛
『
羅

沖
　
　
　
　
　
、
．
、
　
織
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　　「十日町雪まつりの印象」

　半世紀もの歴史を刻み、世代を越えて

受け継がれてきた十日町雪まつり。華や

かに幕を閉じた第50回十［ヨ町雪まつりの

感想を来訪者の皆さんにお聞きしました。

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
中
の
雪
ま
つ
り

鈴木孝枝さん
（新潟市・写真家）

雪
ま
つ
り
継
続
の
力
は
市
民
の
情
熱

盛永伸一さん
〔端携槻砂実行委員長〕

　　　　　　声　　　　の　　　鞍　羅製まちの

難

　　　　「1年生になったら」

　「1年生になったら、友だち100人でき

るかな？」もうじき新学期がやってきま

す。この春から新1年生になる子どもた

ちに、小学校でしてみたいことなど、希

望にふくらむ胸の内をお聞きします。

◆投稿される方へ　はがきや来庁などい

　ずれの万法でも構いません。なお紙上

　匿名は構いませんが、お名前、住所、

電話番号だけは明記してください。

◆送付先　3月10日㈱までに企画人事課

広報広聴係（〒948－8501十日町市干歳

　町3－3　智57－3111内線213・214）

　
早
い
も
の
で
、
雪
ま
つ
り
の
撮
影
を
始
め
て
1
0
年
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。

期
間
中
は
雪
像
を
は
じ
め
市
民
の
雪
ま
つ
り
に
対
す
る
想
い
を
フ
ァ
イ
ン

ダ
ー
に
お
さ
め
よ
う
と
、
カ
メ
ラ
を
肩
に
、
目
を
魚
眼
レ
ン
ズ
の
よ
う
に

し
て
精
力
的
に
街
を
歩
き
ま
す
。
県
内
に
住
む
写
真
家
に
と
っ
て
、
四
季

の
移
ろ
い
は
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
財
産
で
す
。
同
じ
場
所
で
も
季
節

に
よ
っ
て
表
情
が
違
い
、
冬
の
雪
は
世
界
を
モ
ノ
ト
ー
ン
に
包
み
ま
す
。

　
天
か
ら
舞
う
雪
は
冷
た
い
だ
け
で
な
く
、
時
に
は
暖
か
い
降
り
方
も
あ

り
ま
す
。
雪
に
対
す
る
感
触
は
、
雪
と
暮
ら
す
人
で
な
け
れ
ば
気
づ
か
な

い
も
の
で
す
。
半
世
紀
前
に
雪
に
温
か
さ
を
感
じ
、
ま
つ
り
と
と
も
に
育

ん
で
ぎ
た
心
を
今
後
も
撮
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
鹿
島
ガ
タ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
今
年
（
5
月
3
0
日
開
催
）
で
第
1
5
回
を
迎
え

ま
す
。
当
問
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
皆
さ
ん
が
、
ガ
タ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
た

の
が
お
付
き
合
い
の
始
ま
り
で
す
。
こ
こ
の
雪
ま
つ
り
広
場
（
ベ
ル
ナ
テ

ィ
オ
広
場
）
、
「
ゆ
き
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
様
子
か
ら
、
か
か
わ
っ
て
い
る
皆

さ
ん
の
情
熱
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
情
熱
が
市
内
全
域
に
浸
透
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
雪
ま
つ
り
が
続
い
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
当
市
の
桑
原
市
長
の
親
書
（
第
5
0
回
雪
ま
つ
り
の
ご
成
功
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ガ
タ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
の
交
流
の
輪
が
益
々
深
ま

り
、
今
後
十
日
町
市
と
鹿
島
市
の
交
流
が
促
進
さ
れ
ん
こ
と
を
、
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
）
を
預
か
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
も
同
じ
思
い
で
す
。

⑯　　いちばんいいて

東京都江東区北砂2－15－35－208（市内本町6出身・51歳）仲沢幸男さん

首都圏同期会にて、一番右が仲沢さん

　
十
日
町
を
出
て
早
34
年
、
高
校
卒
業
ま
で
の

18

年
間
が
本
当
に
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
中
で
も
小
学
校
3
年
か
ら
高
校

を
卒
業
す
る
ま
で
の
1
0
年
間
は
、
家
業
の
牛
乳

配
達
の
手
伝
い
で
大
変
だ
っ
た
思
い
出
の
方
が

強
い
よ
う
だ
。
当
時
は
、
今
よ
り
も
雪
が
多
く
、

冬
は
朝
5
時
ご
ろ
に
誰
も
歩
い
て
い
な
い
道
を

膝
ま
で
積
も
っ
た
雪
を
か
き
分
け
て
牛
乳
を
配

っ
て
い
た
。
今
と
違
っ
て
パ
ッ
ク
な
ど
な
く
、

配
っ
て
も
牛
乳
ビ
ン
が
返
っ
て
く
る
。
「
…
…
何

で
こ
ん
な
事
を
！
」
と
思
い
な
が
ら
配
っ
て
い

た
1
0
年
間
。

　
だ
が
そ
の
お
か
げ
で
、
足
腰
も
き
た
え
ら
れ

た
よ
う
で
、
中
学
は
陸
上
部
に
入
り
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
や
駅
伝
で
、
た
だ
た
だ
走
り
回
っ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
今
で
は
走
っ
て
い
た
苦
し
さ
よ

り
も
、
流
し
た
汗
の
心
地
よ
さ
を
思
い
出
す
。

　
こ
の
ご
ろ
は
、
な
か
な
か
田
舎
に
帰
る
機
会

も
な
く
、
帰
る
時
は
、
あ
ま
り
い
い
話
で
は
な

い
方
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
間

に
も
、
数
年
ご
と
に
開
か
れ
て
い
る
同
級
会
な

ど
に
は
、
こ
れ
幸
い
と
喜
々
と
し
て
参
加
し
て

い
る
。
そ
の
時
会
っ
た
仲
間
と
共
に
、
昔
の
話

に
の
め
り
込
み
、
そ
こ
で
飲
む
酒
の
う
ま
さ
と

い
っ
た
ら
最
高
で
あ
る
。

　
昨
年
か
ら
2
年
毎
に
開
く
こ
と
に
し
た
「
首

都
圏
在
住
同
期
会
」
に
も
多
く
の
仲
間
が
参
加

し
て
き
て
お
り
、
そ
ち
ら
で
も
、
お
互
い
が
昔

の
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら
十
日
町
を
語
り
合
う

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
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子
供
た
ち
の
教
育
や
地
域
参
加
の
場

山田美恵子さん
〔錬欝蟹子供会役員〕

雪
像
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
技
巧
に
感
心井田幸雄さん

（東京都日野市）

　
去
年
8
月
の
塩
之
又
森
林
公
園
で
の
交
流
キ
ャ
ン
プ
は
、
子
供
た
ち
に

と
っ
て
様
々
な
経
験
の
場
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
雪
の
降
る
冬
に

で
き
な
い
も
の
か
と
、
雪
ま
つ
り
の
見
学
を
兼
ね
て
斉
藤
校
長
先
生
は
じ

め
7
人
で
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
感
動
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。

　
昨
日
、
今
日
と
雪
だ
る
ま
や
雪
像
、
ひ
ろ
ば
、
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
を
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
感
じ
た
こ
と
は
、
す
べ
て
に
子
供
た
ち
が
か
か
わ
っ
て

お
り
、
教
育
や
地
域
参
加
の
勉
強
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
宝
木
塚
の

子
供
も
十
日
町
の
子
供
た
ち
も
、
と
っ
て
も
純
真
で
す
。
そ
う
し
た
出
会

い
を
十
日
町
の
冬
の
生
活
や
風
習
、
行
事
を
通
し
て
深
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
よ
り
貴
重
な
体
験
に
な
る
の
で
は
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
雪
ま
つ
り
を
見
に
来
た
の
は
今
回
が
6
度
目
で
す
。
実
は
昔
か
ら
十
日

町
が
好
き
で
、
年
に
5
～
6
回
は
こ
ち
ら
を
訪
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
前

回
、
十
日
町
市
を
訪
れ
た
際
に
は
雪
ま
つ
り
の
5
0
周
年
記
念
誌
を
購
入
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
、
同
じ
東
京
都
日
野
市
の
若
者
が
雪
像
制
作
に
連
続

参
加
し
て
い
る
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
、
都

会
に
住
む
人
間
を
世
代
を
越
え
て
引
き
つ
け
る
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
形
に
生
ま
れ
、
4
0
年
間
日
野
市
で
生
活
し
て
き
た
私
は
、
十
日
町
に

郷
里
に
通
じ
る
温
か
さ
を
感
じ
ま
す
。
雪
ま
つ
り
期
間
中
は
猿
倉
の
民
家

に
泊
め
て
も
ら
い
、
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
や
雪
像
を
見
て
歩
き
ま
す
。
い
つ

も
な
が
ら
、
雪
像
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
脊
を
グ
h
ヴ
ー
グ
⑩

昨
　　年10月から駅通りのアクセスに勤め携帯

　　電話の販売サービスをしています。私は

人と接することが好きで、お客さんと話しを

しながら毎日が楽しく過ぎていきます。この

お店では私ともう一人、20代の女性でマネー

ジメントをこなしています。最新情報に興味

のある人は一度遊びに来てくださいね。

お触郷蒜認謬纂葬謹翻1
ら始めたスノーボードもさらに上手になりた

いと思っているんですよ。

　　時、十日町を離れてみて地元のよさを再

一　　確認できました。生まれ育ったまちは居

心地がよく、過しやすいものですね。私の友

人もたくさん十日町に帰ってきていますが、

ほかにもUターンを希望している人が数多く

います。そんな若者を引き付ける魅力と活気

にあふれる十日町であってほしいと願ってい

ます。

※さわやかな笑顔がすてきな遠田さんの紹介で、次回

　は真霜崇さんにバトンタッチ。

　　　　　が　　　　　ひゆ　　　　げプニ　　ぜド

㌔』ン誠

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ備
東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

酔
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

引
盈
0
3
－
3
5
4
6
甚
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

十
高
同
窓
会
東
京
支
部

　
　
総
会
日
程
が
決
ま
る

　
1
～
2
月
は
郷
里
に
関
連
し
た

行
事
が
数
多
く
行
わ
れ
ま
す
。
当

事
務
所
で
も
様
々
な
行
事
に
参
加

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
1
月
2
4
日
〉
葛
飾
区
宝
木
塚
こ

ど
も
会
新
春
親
子
大
会
…
十
日
町

市
こ
ど
も
会
連
絡
会
役
員
8
人
が

上
京
参
加
〈
1
月
3
0
日
〉
東
京
新

潟
県
人
会
新
年
会
…
大
好
き
十
日

町
会
在
京
会
員
9
人
代
表
参
加

〈
2
月
1
3
日
〉
葛
飾
区
新
潟
県
人

会
新
年
会
…
第
5
0
回
十
日
町
雪
ま

つ
り
を
P
R
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
来
る
3
月
1
3
日
ω
に
は

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
十
高
同

窓
会
東
京
支
部
総
会
が
聞
催
さ
れ

ま
す
。
首
都
圏
在
住
の
皆
さ
ん
か

ら
、
多
数
参
加
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
東
京
事
務
所
の
あ

る
ビ
ル
の
7
階
に
は
、
川
西
町
仙

田
出
身
で
、
小
学
校
の
こ
ろ
は
下

条
に
も
住
ん
で
い
た
儀
同
保
先
生

の
弁
護
士
事
務
所
が
あ
り
ま
す
。

　
儀
同
先
生
の
弁
護
士
と
し
て
の

初
仕
事
は
、
6
0
年
安
保
で
樺
美
智

子
さ
ん
が
圧
死
し
た
、
全
学
連
参

議
院
南
通
用
門
突
入
事
件
だ
そ
う

で
す
。
ま
た
最
近
で
は
中
央
選
挙

管
理
会
委
員
を
2
期
6
年
（
う
ち

3
年
は
委
員
長
代
行
を
）
務
め
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
執
務
室
に
入
っ
て
驚
く
こ
と
は
、

先
生
が
唯
物
論
と
無
神
論
の
研
究

に
関
連
し
て
収
集
さ
れ
た
古
人
類

頭
骨
化
石
の
レ
プ
リ
カ
で
す
。
「
こ

れ
が
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
、
こ
ち

ら
が
ク
ロ
マ
ニ
ョ
ン
」
と
色
々
説

明
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ド
イ

ツ
製
で
新
潟
の
取
次
店
か
ら
購
入

し
た
そ
う
で
す
が
、
悩
み
は
、
「
家

内
の
反
対
で
自
宅
に
持
ち
帰
れ
な

い
こ
と
で
す
」
と
笑
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

儀同先生とコレクションの数々
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相談コ・一ナー

①定例行政相談　　　　3月12日働

②交通事故相談　　　　3月8日（月）

③巡回職業援助相談　　3月19日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
業
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月
月
後
場
話

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法
3
3
午
会
電

①
②
③
　
　
　
④
　
　
　
　
⑤

11日㈲　神山博之弁護士

25日休）大塚勝弁護士
1時30分～午後4時
：市役所市民相談室

で市民生活課へ要予約。

5難濃ホコサーじス
雷十日町市観光情報

　　　　　　　　57顧0500

雷くらしのダイヤル

　　　025噂285。7000
3ね～3／8　市販品テスト結果

　　　　　一食用晶ラップフィルム～

3／8～3／15引っ越しサービスの

　　　　上手な利用法
3〆15～3〆23消費生活相談事例

　　　　～エステティックの』トラブル～

3／23～3／29エステティックサービスを

　　　　解約したいとき
3／29’鱗／5　無理なダイエットは止めよう

か
け
ま
せ
ん
か

3
月
の
「
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
」

　
親
と
子
の
遊
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

灘
日
時
尉
3
月
2
日
・
9
日
・
1
6
日
の
各

火
曜
日
午
前
1
0
時
～
1
1
時
繊
場
所
“
サ
ン

ク
ロ
ス
十
日
町
鑓
問
合
せ
”
公
民
館
本
館

（
盈
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
灘
目
時
1
1
3

月
4
日
㈲
・
1
8
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～
n

時
3
0
分
灘
場
所
H
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
繕

問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係
へ
。

※
子
供
た
ち
と
遊
ん
で
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
中
。

え
趨
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

初
参
加
大
歓
迎
！
「
簡
単
洋
風
料
理
」

ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
、
マ
グ
ロ
の
パ
ン
粉
焼
き

ほ
か
を
作
り
ま
す
。
籔
日
時
H
3
月
1
7
日

㈱
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時
鑓
場
所
H

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
繕
参
加
費
”

5
百
円
簗
定
員
”
1
8
人
（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）
灘
申
込
み
H
東
北
電
力
㈱
十
日

町
営
業
所
（
智
5
2
1
3
1
0
7
）
へ
。

※
エ
プ
ロ
ン
持
参加

し
ま
せ
ん
か

リ
ゾ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

　
望
ま
し
い
景
観
形
成
と
魅
力
あ
る
リ
ゾ

ー
ト
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
獺
日
時
H
3
月
1
7
日
㈱
午

後
1
時
～
繕
場
所
一
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
フ
ォ

ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
籔
募
集
人
数
“
2
百
人

（
先
着
順
）
％
参
加
費
H
無
料
繕
講
師
目

政
所
利
子
氏
（
環
境
計
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
）
安
島
博
幸
氏
（
立
教
大
教
授
）
％
問

合
せ
・
申
込
み
H
県
庁
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室

（
智
0
2
5
1
2
8
5
－
5
5
1
1
内
線

2
4
0
7
）
へ
。

　
　
　
　
　
マ
　
マ

八
ロ
ー
惚
幽
ス
ク
ー
ル

籔
日
時
H
3
月
2
日
㈹
午
後
1
時
1
5
分

～
、
3
月
1
2
日
働
午
前
9
時
～
（
2
日
間
コ

ー
ス
）
籔
場
所
1
1
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー

灘
対
象
H
1
0
年
1
0
月
2
6
日
～
1
1
年
2
月
1
6

日
の
間
に
妊
娠
届
を
し
た
人
灘
内
容
H
歯

科
検
診
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
栄
養
指

導
ほ
か
磯
参
加
費
目
無
料
灘
問
合
せ
”
健

康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。
※
対
象
者
に

は
通
知
し
ま
す
。
通
知
が
届
か
な
い
人
は

問
合
せ
を
。

男
性
の
た
め
の
介
護
教
室

　
こ
れ
か
ら
は
男
性
も
含
め
て
家
族
や
社

会
全
体
で
介
護
に
参
加
し
な
い
と
高
齢
化

社
会
は
乗
り
き
れ
ま
せ
ん
。
介
護
実
技
を

中
心
に
多
彩
な
内
容
で
介
護
入
門
教
室
を

開
き
ま
す
。
籔
場
所
H
公
民
館
本
館
％
参

加
費
”
無
料
灘
定
員
H
2
0
人
（
先
着
順
）

籔
申
込
み
目
公
民
館
本
館
（
費
5
7
1
5
0

1
1
）
へ
。

．
』
灘
聾

齢鞭

ほ
く
ほ
く
線
⑳

3
月
の

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

▼
3
月
2
2
日
㈲
午
後
2
時
開
演
▼

上
越
文
化
会
館
▼
直
江
津
駅
か
ら

タ
ク
シ
ー
1
0
分
▼
上
越
市
内
の
3

団
体
に
よ
る
合
唱
、
吹
奏
楽
、
管

弦
楽
、
合
同
演
奏
▼
上
越
文
化
会

館
（
盈
0
2
5
5
1
2
5
i
4
1
0

3
） 〈

越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
入
賞
・
入
選
作
品
展
〉
▼
3
月
5
日
働
～
1
5
日

㈲
▼
湯
沢
町
公
民
館
▼
越
後
湯
沢
駅
か
ら
徒
歩
1
0
分
▼
日
本
童
画
の
父
、

故
川
上
四
郎
氏
の
偉
業
を
顕
彰
し
、
功
績
を
伝
え
る
た
め
「
川
上
四
郎
記

念
大
賞
」
を
制
定
し
、
作
品
を
募
集
し
た
も
の
。
今
回
で
3
回
目
を
迎
え

る
。
▼
入
場
無
料
▼
湯
沢
町
公
民
館
（
盈
0
2
5
7
－
8
4
1
2
4
6
0
）

〈
一
の
宮
神
社
農
具
市
〉
▼
3
月
1
2
日
働
▼
一
の
宮
神
社
（
塩
沢
町
大
里
）

▼
塩
沢
駅
か
ら
徒
歩
1
5
分
▼
江
戸
時
代
か
ら
農
業
の
神
様
と
し
て
信
仰
を

集
め
た
一
の
宮
神
社
の
参
道
や
境
内
で
開
か
れ
る
市
で
す
。
竹
細
工
・
わ

ら
細
工
．
木
製
品
・
植
木
な
ど
の
店
が
立
ち
並
び
ま
す
。
▼
塩
沢
町
商
工

観
光
課
（
盈
0
2
5
7
－
8
2
1
0
2
5
4
）

〈
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
〉
▼
3
月
1
3
日
㈹
～
1
4
日
㈲
▼
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
▼
松
代
駅
か
ら
徒
歩
5
分
▼
1
3
日
”
出
陣
蕎
麦
相
撲
、
出
陣
式
、
雪
中

花
火
。
1
4
日
“
出
陣
大
舞
踊
会
、
乗
っ
と
れ
松
代
城
（
延
長
3
㎞
に
設
け

ら
れ
た
難
関
を
突
破
し
て
、
一
番
乗
り
を
競
う
雪
中
鉄
人
レ
ー
ス
。
グ
ア

ム
遠
島
の
刑
ほ
か
豪
華
賞
品
あ
り
）
　
　
『
磯
薩

▼
松
代
町
企
画
振
興
課
（
奮
0
2

5
5
9
1
7
1
2
2
2
0
）

〈
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
〉
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
黛
　
－
璽
，
．
　
・
藻
懸
　
つ難関もなんのその「乗
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〈介護教室日程〉
日　　時 内　　　容

〈
第
3
月 6日仕）

1
回 午後1＝30～
〉

・介護の体験談を聞く
・講演「老化に伴う身体機能の変

化」

彙3月13日（ガ
2午前9130～
写午後1：00～

・からだにやさしい料理実習（午前）

・日常生活を拡げる福祉用具（午後）

・介護の実際（午後〉
彙
3
3
月
中旬
回
〉

・介護の実習（小グループに分か
れて現場実習）

〈
第
3
月 27日仕）
4
回 午後1：30～
〉

・ご存知ですか、こんな時こんな
サービス

・介護保険制度の解説

◆
1
1
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
縦
覧

　
固
定
資
産
税
の
計
算
基
礎
と
な
る
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
評
価
額
等
を
記

載
し
た
台
帳
を
縦
覧
し
ま
す
。
　
｝
部
商
業

地
域
で
は
地
価
が
下
が
つ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
⑫
期
間
”
3
月
1
日
㈲

～
2
0
日
ω
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
1
5

分
（
平
日
の
み
。
2
0
日
は
閉
庁
日
の
た
め

23
日
㈹
も
縦
覧
で
き
ま
す
）
⑫
場
所
”
税

務
課
⑫
縦
覧
に
必
要
な
も
の
”
①
印
鑑
②

　犬の散歩をするときに、フンの

後始末をするのは飼い主として当

然のマナーだワン！

　散歩道が限られる冬も、

ルールを守って気持

資
産
の
所
有
者
ま
た
は
納
税
管
理
人
以
外

の
人
は
「
委
任
通
知
書
（
窓
口
に
配
置
）
」

⑫
内
容
”
H
年
分
と
し
て
価
格
が
決
ま
っ

た
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
⑫
間
合
せ
“

税
務
課
資
産
税
係
へ
。

◆
農
業
用
軽
油
の
免
税
証
交
付

⑫
交
付
日
”
3
月
1
7
日
㈱
午
前
1
0
時
～
午

後
3
時
⑫
交
付
場
所
擁
十
日
町
総
合
庁
舎

（
第
1
会
議
室
）
⑫
必
要
書
類
附
①
免
税

軽
油
使
用
者
証
ま
た
は
免
税
証
共
同
交
付

申
請
明
細
書
②
耕
作
面
積
証
明
書
③
印
鑑

（
共
同
の
場
合
は
全
員
の
も
の
）
④
機
械

を
購
入
し
た
場
合
は
販
売
証
明
書
と
カ
タ

ロ
グ
⑤
免
税
証
交
付
申
請
書
（
交
付
会
場

に
あ
り
ま
す
）
⑫
問
合
せ
”
十
日
町
財
務

事
務
所
課
税
課
（
奮
57
1
5
5
1
2
）
へ
。

◆
成
人
式
記
念
文
集
「
2
0
歳
の
記
録
」
に

応
募
く
だ
さ
い
／

⑫
募
集
作
品
”
作
文
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
詩

な
ど
⑫
題
名
・
テ
ー
マ
“
自
由
⑫
応
募
要

領
”
①
原
稿
に
題
名
、
氏
名
、
住
所
、
職

業
を
明
記
（
匿
名
を
希
望
す
る
人
は
氏
名

の
脇
に
「
匿
名
希
望
」
と
明
記
）
②
4
百

字
詰
め
原
稿
用
紙
2
～
4
枚
程
度
②
申
込

み
”
3
月
1
9
日
㈹
ま
で
に
公
民
館
本
館

（
盈
57
－
5
0
1
1
）
ま
た
は
各
地
区
公

民
館
へ
。

◆
公
民
館
本
館
・
地
区
館
の
利
用
団
体
募

集
1
1
年
度
、
公
民
館
を
毎
月
1
回
以
上

定
期
的
に
利
用
し
て
社
会
教
育
活
動
を
行

い
た
い
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
利
用
申
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。

⑫
申
込
み
”
3
月
1
5
日
㈲
ま
で
に
利
用
す

る
各
公
民
館
へ
。

▼
十
日
町
市
公
民
館
（
奮
57
1
5
0
1
1
）

▼
中
条
地
区
公
民
館
（
a
52
1
2
7
4
8
）

▼
川
治
地
区
公
民
館
（
盈
52

－
2
2
2
3
）

▼
六
箇
地
区
公
民
館
（
智
52
1
5
4
3
4
）

▼
飛
渡
地
区
公
民
館
（
奮
5
9
－
2
0
3
2
）

▼
吉
田
地
区
公
民
館
（
盈
52
i
2
8
7
4
）

▼
下
条
地
区
公
民
館
（
盈
5
5
i
2
0
0
4
）

▼
水
沢
地
区
公
民
館
（
智
5
8
1
3
1
0
1
）

◆
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
受
験
実
技
講
習
会

　
8
月
上
旬
の
受
験
に
向
け
、
受
験
資
検

取
得
講
習
（
実
技
講
習
）
を
開
催
し
ま
す
。

②
受
講
料
”
｝
万
2
千
円
⑫
募
集
締
切
”

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
⑫
問
合
せ
・
申

込
み
”
㈹
日
本
ボ
イ
ラ
ー
協
会
新
潟
支
部

（
盈
0
2
5
1
2
4
5
－
7
5
3
5
）
へ
。

〈実技講習日程〉

会
　
　
場

　＜新潟〉

タチバナビル

新潟市東大通
　　　2－2－18

＜長岡〉

　
潟
　
ヨ

嘉
討

剥
嘉

〈上越〉

上越職業訓練

　　センター
上越市高土町
　　　　3－1－12

4月

8日㈱期

9日㈹間
10日仕）

5月

27日（木）

28日㈹
30日（日）

5月

11日㈹
12日㈱
13日休）

6月

1日㈱
2日㈱
3日働

5月20日（木）

　　21日㈹
　　22日（土）

時
間

定
員

それぞれ3日間とも午前9時～午後5時
　　　　　　　　（午前8時30分～受付）

　　　　　　各80人

◆
老
人
保
健
施
設
み
さ
と
苑
看
護
婦
募
集

の
募
集
職
種
（
人
数
）
”
看
護
婦
（
士
）

ま
た
は
准
看
護
婦
（
士
）
2
人
程
度
●
受

験
資
格
”
2
0
歳
～
60
歳
位
ま
で
の
免
許
取

得
者
（
11
年
取
得
見
込
者
含
む
）
⑫
勤
務

⑳

「
介
護
保
険
」
　
⑤

ー
要
介
護
認
定
審
査
会
ー

　
1
2
月
2
5
日
号
で
説
明
し
た
サ
ー

ビ
ス
（
法
定
サ
ー
ビ
ス
）
を
受
け

る
た
め
に
は
、
「
要
介
護
認
定
審
査

会
」
（
以
下
「
審
査
会
」
と
し
ま
す
）

に
お
い
て
要
介
護
、
ま
た
は
要
支

援
と
判
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

審
査
会
開
催
の
た
め
の
準
備

ω
訪
問
調
査

　
申
請
を
受
け
る
と
、
市
職
員
あ

る
い
は
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
事

業
者
が
、
対
象
者
を
訪
問
し
、
食

事
や
入
浴
な
ど
の
日
常
の
生
活
動

作
や
症
状
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
し
て
、

国
が
定
め
る
要
介
護
認
定
基
準
に

よ
り
、
要
介
護
度
1
～
5
、
要
支

援
、
自
立
の
別
を
出
し
ま
す
。
こ

れ
が
一
次
判
定
結
果
と
な
り
ま
す
。

②
か
か
り
つ
け
医
の
意
見
書

　
現
行
の
福
祉
制
度
に
お
い
て
医

師
の
診
断
書
を
提
出
し
て
も
ら
う

の
と
同
様
に
、
介
護
保
険
に
お
い

て
も
医
療
の
果
た
す
役
割
は
重
要

な
こ
と
か
ら
、
対
象
者
に
関
す
る

か
か
り
つ
け
医
（
主
治
医
）
の
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
該
当
す
る
お
医
者
さ
ん

が
い
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
市
が

指
定
し
た
お
医
者
さ
ん
に
診
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
意
見
書
の
費
用
は
、
診
て
も
ら

っ
た
人
が
直
接
支
払
う
の
で
は
な

く
、
市
が
保
険
者
と
し
て
お
医
者

さ
ん
に
支
払
い
ま
す
。

審
査
会
開
催

ω
訪
問
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

　
一
次
判
定
結
果
と
、
訪
問
調
査

　
に
使
う
調
査
票
中
の
特
記
事
項

　
欄
、
そ
し
て
か
か
り
つ
け
医
の

　
意
見
書
を
資
料
に
し
て
審
査
会

　
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

の
審
査
会
の
委
員
は
、
医
療
・
保

　
健
・
福
祉
の
専
門
家
で
構
成
さ

　
れ
、
一
件
の
審
査
を
5
～
6
人

　
で
行
い
ま
す
。

⑥
こ
の
審
査
結
果
が
二
次
判
定
結

　
果
で
あ
り
、
最
終
結
論
と
な
り

　
ま
す
。

　
二
次
判
定
に
お
い
て
、
要
介
護

あ
る
い
は
要
支
援
と
認
定
さ
れ
る

と
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
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”
常
勤
～
週
3
日
位
の
勤
務
・
非
常
勤
も

可
。
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
看
護
、
老
健
施

設
看
護
●
給
与
待
遇
“
社
会
福
祉
法
人
苗

場
福
祉
会
規
定
に
よ
り
支
給
。
週
休
2
日

制
、
社
保
完
備
、
新
築
寮
（
ワ
ン
ル
ー
ム
）

有
●
応
募
方
法
”
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を

郵
送
ま
た
は
持
参
●
問
合
せ
・
応
募
先
”

老
人
保
健
施
設
み
さ
と
苑
（
〒
9
4
9
－

8
2
0
2
津
南
町
芦
ケ
崎
乙
3
1
7
費
6
5

1
3
4
0
0
）
へ
。
※
随
時
申
込
受
付
中

◆
”
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

②
資
格
”
1
1
年
4
月
1
日
現
在
2
0
歳
以
上

の
県
民
で
、
福
祉
の
充
実
、
産
業
振
興
、

地
域
づ
く
り
な
ど
の
諸
問
題
に
関
心
を
持

っ
て
い
る
人
（
た
だ
し
、
議
会
議
員
、
公

務
員
、
県
の
他
の
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
さ
れ

た
人
を
除
く
）
●
募
集
人
数
”
2
百
人
●

謝
礼
”
年
間
5
千
8
百
円
●
申
込
み
”
3

月
8
日
㈲
～
31
日
㈱
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、
県
政
で
一
番

関
心
の
あ
る
事
項
、
県
政
に
望
む
こ
と
（
百

字
程
度
）
を
記
入
し
、
県
庁
総
務
部
広
報

広
聴
課
広
聴
係
（
〒
9
5
0
1
8
5
7

0
・
住
所
記
入
不
要
費
0
2
5
1
2
8
5

1
5
5
1
1
）
へ
。

◆
割
引
も
あ
っ
て
便
利
な
国
民
年
金
の
「
前

納
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
民
年
金
に
は
、
将
来
の
保
険
料
を
事

前
に
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
「
前
納
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、

毎
月
納
付
す
る
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納

め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
●
前
納
申
込
期
限

“
3
月
1
9
日
㈹
●
申
込
先
”
口
座
振
替
を

希
望
す
る
人
は
各
金
融
機
関
へ
。
そ
れ
以

外
の
人
は
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

※
平
成
1
1
年
度
の
保
険
料
は
月
額
1
4
、

0
0
0
円
に
な
る
予
定
で
し
た
が
、
今
の

国
会
で
1
3
、
3
0
0
円
に
据
え
置
か
れ

る
見
通
し
で
す
。

ラ度年10　纈殿謝※
1
0
年
度
に
前
納
い
た
だ
い
た
人
は
新
た

に
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
●
問

合
せ
”
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

灘前
納
額

155，750円

割
引
額

3，850円

1搦難前

離 160，430円

i難

灘割
引
額

3，970円

◆
N
T
T
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

　
N
T
T
で
は
、
新
し
い
電
話
帳
「
魚
沼

ハ
ロ
ー
ぺ
ー
ジ
」
を
3
月
中
旬
か
ら
末
日

ま
で
に
企
業
や
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。

そ
の
際
、
今
ま
で
お
使
い
の
電
話
帳
は
紙

資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
た
め
回
収
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
配
達
員
が
新
し
い
電

話
帳
を
お
届
け
し
た
時
に
、
古
い
電
話
帳

を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
“
N
T

T
電
話
帳
お
届
け
セ
ン
タ
ー
（
a
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
0
1
2
0
1
3
2
4
1
8
2
平

日
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）
へ
。

シートベルトを必ず着用しましょう
　　　　　シ　　　い　　　ト

　※毎月4日～10日は
　　　　「シートベルト着用強調週間」

　※自分で安全運転していても、

　　　　　　　後続車が追突するかも

　※対向車が急に自分の進路に
　　　　　進入して正面衝突するかも

○このような事態に遭遇した時に、最小限

　に被害を抑える装置です。

　※知っていますか？

　　　　　　シートベルトと保険制度

○任意保険の搭乗者障害保険には、座席ベ

　ルト装着者特別保険制度があります。

螺

資訊㎝鵬
、

　　　安全は目くばり

　　　　　気くばり思いやり！

市内の1月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

11年 19（19） 31（31） 0（0） 59（59）

10年 13（13） 15（15） 0（0） 91（91）

　　　　　　　　　S
　　　　　　　t
　　　　　『　　璽

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
　
　
無
料
体
験
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
　
施

　
あ
な
た
は
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
昨
年
7
月
1
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
総
合
体
育
館
1
階
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
は
、
ま
だ
施
設
を
利

用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
人
の
た
め
に
、

3
月
1
9
日
働
～
2
1
日
㈲
の
3
日
間
「
無

料
体
験
コ
ー
ス
（
登
録
講
習
会
）
」
を
実

施
し
ま
す
。

　
と
り
わ
け
今
回
の
「
無
料
体
験
コ
ー

ス
」
で
は
、
運
動
経
験
の
な
い
中
高
年

の
人
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う

に
「
5
0
歳
以
上
の
無
料
体
験
コ
ー
ス
」

を
用
意
し
ま
し
た
。

　
各
回
と
も
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
日

時
を
確
認
の
う
え
、
早
め
に
総
合
体
育

館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
無
料
体
験
コ
ー
ス
内
容
〉

◆
5
0
歳
以
上
コ
ー
ス
（
6
0
分
）

　
中
高
年
の
人
で
も
安
心
し
て
受
け
る

こ
と
の
で
き
る
や
さ
し
い
内
容
で
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
「
初
心
者
コ
ー
ス

（
体
な
ら
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
」
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
終
了
後
「
会
員
登

録
証
」
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
そ
の
後

は
随
時
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

◆
中
学
生
5
4
9
歳
コ
ー
ス
（
6
0
分
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
「
初
心
者
コ
ー

ス
（
体
な
ら
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
」
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
終
了
後
「
会
員

登
録
証
」
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
そ
の

後
は
随
時
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

◆
注
意
事
項

①
無
料
体
験
コ
ー
ス
は
予
約
制
で

す
。
希
望
者
は
事
前
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
各
回
と
も
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。
②
室
内
運
動

靴
と
運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体

〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以

程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

略
　
　
　
　
　
ロ

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
験

験
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体

体
　
　
　
　
　
　
　
　
下

料
　
　
　
　
　
　
馴

無
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
9

〈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗

◆
問
合
せ
・
申
込
み

　
十
日
町
市
総
合
体
育
館

　
　
　
　
（
費
5
2
－
4
3
7
7
）
へ
。

3月19日㈹3月20日（土） 3月21日（日）

10：15～ 難萎欝灘1妻． 9：30～

』灘萎輪灘『 11：30～ ．i難灘繋萎

』『1難、鰹難灘 14：00～ 14＝00～

15130～ 灘鷺…譲簿．、

18：30～

20100～
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歯
の
健
康
Q
＆
A

Q
　
歯
ぎ
し
り
が
気
に
な
り
ま
す
。
ど
う

す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

A
　
夜
間
の
睡
眠
時
に
、
上
下
の
歯
を
す

り
あ
わ
せ
て
、
キ
リ
キ
リ
と
音
を
た
て
る

歯
ぎ
し
り
。
い
や
な
も
の
で
す
ね
。
で
も
、

私
た
ち
は
昼
問
で
も
無
意
識
の
う
ち
に
、

歯
を
く
い
し
ば
っ
た
り
、
噛
み
し
め
た
り

し
て
い
ま
す
。
歯
ぎ
し
り
は
、
だ
れ
で
も

し
て
い
る
一
種
の
癖
と
考
え
て
よ
い
と
思

い
ま
す
。

　
い
や
な
音
も
そ
う
で
す
が
、
歯
ぎ
し
り

の
悪
影
響
と
し
て
は
、
歯
の
摩
耗
、
破
折
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
く

知
覚
過
敏
や
歯
周
病
の
悪
化
、
顎
関
節
痛
、

頭
痛
、
肩
こ
り
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

歯
ぎ
し
り
を
起
こ
す
原
因
と
し
て
は
、
噛

み
合
わ
せ
の
異
常
や
ス
ト
レ
ス
、
神
経
性

の
も
の
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
治
療
と
し
て
は
、
噛
み
合
わ
せ
の
調
整
、

ス
ト
レ
ス
の
緩
和
、
自
己
暗
示
療
法
、
補

助
的
に
夜
間
の
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
の
装
着
等

が
あ
り
ま
す
。
お
近
く
の
歯
科
医
院
で
、

検
査
、
治
療
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

難鑑

　　べτ，　“8

　4　　　　　，　　　　　8
、β　、一　へρ

◆
1
日
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
4
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
1
日
人
間
ド

ッ
ク
は
、
募
集
人
数
に
現
在
5
0
人
の
余
裕

が
あ
り
ま
す
。
国
保
で
総
費
用
（
税
込
）

の
6
割
を
助
成
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
し
、

次
に
該
当
す
る
人
は
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
⑫
対
象
者
”
①
昭
和
3
年
4
月

2
日
～
34
年
4
月
－
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
②
十
日
町
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
③
国
民
健
康
保
険
料
を
完
納

し
て
い
る
人
④
今
年
度
ま
だ
人
間
ド
ツ
ク

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
人
⑤
住
民
検
診

を
受
け
て
い
な
い
人
⑰
受
付
に
必
要
な
物

”
①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
②
印
鑑

⑫
実
施
機
関
と
助
成
後
の
自
己
負
担
”
労

働
衛
生
医
学
協
会
検
診
セ
ン
タ
ー
の
み
（
十

日
町
病
院
前
）
1
5
、
1
2
0
円
（
子
宮

が
ん
検
診
者
は
1
5
、
9
6
0
円
）
⑫
申

込
み
”
市
民
生
活
課
国
保
係
へ
。

◆
心
の
健
康
相
談

籔
日
時
“
3
月
1
6
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
⑫
場
所
”
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
⑫

医
師
”
江
口
医
師
（
上
村
病
院
）
⑫
問
合

せ
”
十
日
町
保
健
所
（
費
57
1
2
4
0
0
）

ま
た
は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
酒
害
の
相
談

⑫
日
時
”
3
月
1
9
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
⑫
場
所
”
十
日
町
保
健
所
⑫
問
合
せ

”
十
日
町
保
健
所
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
。

唖］3月の休日救急医

7日（日）

大熊内科医院（山本町1）岱52－7066
14日（日）

山口医院（下条中央通り）盈55－2003

津南病院（津南町）盈65－3161
21日（日）春分の日

長山医院　（津南町）奮66－2877

中条病院（北原）費57－3018
22日（月）振り替え休日

大島医院　（川原町）岱52－2957
28日（日）

大坪医院（四日町新田2）岱57－6100

男
郎
作
郎

　
　
　
　
二

正
次
栄
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
町
　
　
町

醗
内
峠
川

谷
河
　
上

（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

輔
り
司
や
也

　
の

大
　
　
　
助
裕

　
み

木
藤
島
口

高
武
福
関

田
翻

むし歯のないよい歯の子
　1月の3歳児健診を受けた子32人

者
義
雄
一
史
一
道
生
弘
樹
雄
文
男
一
　
　
ン

護
　
　
　
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
淳
夘

保
忠
岩
伸
比
幸
直
貴
義
雅
道
一
澄
洋
　
　
ヵ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
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（

　
き
基
む
夢
樹
平
介
広
太
り
理
衣
大
か
夏
・
子
太
諒
か
夏
さ
沙

子の
紬
友
皐
明
和
慎
優
千
陽
か
賀
麻
恵
騒
悠
頃
祥
涼
　
ゆ
夕
り
梨

歯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
唯
　
　
　
　
　
　
　
　
川

凝
村
林
野
山
橋
本
田
。
。
川
川
。
坂
谷
。

　
田
小
堀
佐
角
高
山
池
大
樋
小
市
関
保
長
野

3月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
隣集碧児／

18日
休）

午後1時

　～1時45分
7年9月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

17日
体）

午後1時

　～1時45分
9年9月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

24日
（水）

午後1時

　～1時30分

10年11月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
16日
（幻

午前9時

～9時50分

8年

8月・9月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

23日
（幻

午前9時15分

　　～10時

10年5月
生まれの乳児

麟舗朝

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

　腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成7年10月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。4月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、3月15

　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課保健予防係ま
　で連絡してください。

3月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 1・8・15・29儒） 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

9日（幻

午前9時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター
18日㈱

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

羽 根　川 “
壮

19日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

26日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を／
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ；健康福祉課健康増進係

3月の献血車
◆全血献血　3日㈱（終日）新潟県総合庁舎

　　　　　　23日㈹（終日）十日町市役所

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

◆成分献血　10日㈱（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に電話

　で申し込んでください。所要時間は約60分です。
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　イマジス』ドリ・コマ黄一二とは中世の時代、大聖堂や宮殿

の設計施工を行う職人たちによってつくられていた同業者

組合です。その歴史はとても古く、18世紀までの千年以上

にわたり彼らの組織や技、建築様式が伝承されてきました。

　この同業者組合に参加していた職人たちの顔ぶれも多彩

で、石切職人や足場を組む職人をはじめ、伝統的な彫刻・

壁画・装飾を担当する美術職人までもが加わっていました。

　もともとイマ『ジストリ・コマチー二はイタリア北部のコ

モ地方とスイス南部の国境付近一帯で生まれ育った組織で

す。しかもその活動範囲は広く、ドイツ、オーストリアを

はじめ遠くはロシアなどほぽヨーロッパ全域におよんでい

ます。

　彼らが手がけた建築様式は、中世のヨーロッパ建築に一

大潮流をもたらしたロマネスク様式といわれるものです。

写真にもある重厚で落ち着いた雰囲気のロマネスク様式は

今なおヨーロッパ各国で人々の暮らしに溶け込んでいます。

　そんなイマジストリ・コマチー二はコモの人々の誇りで

す。彼らの歴史と偉業を世界中に広めようと、ファミリア

コマスカ協会（交流協会）はコモ県とコモ市の協力を得て、

協会内部にイマジストリ・コマチー二研究センターを設立

し、今も積極的に研究とP　R活動を続けています。

※文章と日本語訳はアドゥア・カスターニョさん。

St，バレンタインデー

　　　　　　十高マン研

ず
、
》

》
㌧

卿父

の　
◎

噛
溢

碧鴨
6“

．
⊃

馬
4
　
z

砺鯉塵

％
爺

引
わ
血

な
含
コ
語

スクーPレNOW

地域の方を招いて学ぶ
　いきいき体験学習

東小学校

漏．35

灘製

講
欝

蝋

慧

認
鰍．

蹴　　　轟

鋪裟

棄

誰

㈹

　　　

鰹箸麟綿饗諜霧
　獄　　総　　今、東小では地域の方に広く呼びかけ、

　　　先生となってもらい、子供たちに多様な経

　　　験を積ませる活動を進めています。

　文化祭の時、地域のお年寄りから「わら

細工」を教えてもらって3年目になります。

継続して参加している子は、名人と顔見知

りになり、親しく話しながら上手に縄をな

っています。「名人にはなれないけど、先生

にはなれるぞ」という声も聞かれました。

そのほかちんころ作りなども毎年楽しみに

しています。

　今年度は、当重茜さんと東小の先輩であ

る滝沢哉子さん（ピアノ伴奏）からは、プ

ロの歌を聴かせていただき、その歌声に感

動しました。5年生には歌唱指導もしてい

ただきました。3年生は、書き初めを前に

地元の習字のプロの方から手ほどきをして

もらいました。クロスカントリースキーや

　
5
年
振
り
に
携
わ
っ
た
記
念
す
べ
き
第
5
0

回
の
雪
ま
つ
り
が
終
了
し
ま
し
た
。
経
済
状

況
が
悪
く
、
ス
タ
ー
ト
段
階
で
は
厳
し
い
話

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば

50

回
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
、
盛
大
な
ま
つ
り

で
し
た
。
ま
つ
り
の
原
点
で
あ
る
雪
像
は
総

数
で
81
点
。
特
に
芸
術
作
品
部
門
は
4
6
点
と

平
成
7
年
の
4
7
点
に
次
い
で
多
い
数
。
こ
の

数
字
だ
け
見
て
も
、
市
民
の
熱
の
入
れ
よ
う

が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
5
0
回
の
節
目
を
飾

る
た
め
、
1
年
前
か
ら
企
画
演
出
を
N
H
K

に
決
め
て
い
た
と
い
う
「
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
」

は
、
豪
華
な
出
演
者
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

ピ
ー
ク
時
に
は
身
動
き
も
と
れ
な
い
ほ
ど
の

超
満
員
。
多
く
の
観
光
客
や
市
民
の
方
々
を

魅
了
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
雪
ま
つ

り
で
最
も
感
動
し
た
の
は
、
い
た
る
と
こ
ろ

で
聞
か
れ
た
「
雪
ま
つ
り
は
市
民
の
財
産
。

脈
々
と
受
け
継
ぎ
た
い
」
と
い
う
多
く
の
人

た
ち
の
声
で
す
。
こ
ん
な
人
た
ち
が
い
る
限

り
、
雪
ま
つ
り
は
十
日
町
市
民
の
財
産
と
し

て
永
遠
に
受
け
継
が
れ
、
多
く
の
人
た
ち
に

感
動
を
与
え
続
け
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
縁

の
下
の
力
持
ち
で
あ
る
2
2
人
の
事
務
局
職
員

の
あ
い
だ
に
も
、
約
2
か
月
半
の
準
備
期
間

中
に
は
様
々
な
人
間
模
様
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
歴
史
の
ー
ぺ
ー
ジ
と
し
て
語
り
継
が

れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
記
念
の
雪

ま
つ
り
に
携
わ
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
。
㊧

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
編
・
集
・
室

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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